
  

 

 

 

「自分の命は自分で守る」                        校長 山下 慎一 
 

 早朝、目覚めると野鳥のさえずりが心地よく響き、公宅から見える外の景色は木々の若葉に新緑が映えて、自
然のエネルギーが心に安らぎを与えてくれます。新学期がスタートして２か月あまり、「挑戦」をテーマに子ども
たちは、授業や学校行事・生徒会活動において一人ひとりが主体的に参加し、互いを認め合う取り組みを進めて
います。また、今月１日に行われた人権教室では、講師である人権擁護委員の方から子どもたちの参加態度に大
変感心され、お褒めの言葉をいただきました。生徒を誇らしく感じた瞬間でした。 

 
 ５月８日（木）には今年１回目の避難訓練を行いました。例年は事前に子どもたちへ火災発生場所や避難訓練
の実施時間を伝えていましたが、本来災害はいつ起こるのか分からない、教職員や子ども自身が最善の判断・行
動しなければならないという理由から、今年は避難訓練の有無のみ伝えて、あえて火災の発生場所や実施時間は
伏せました。子どもたちは避難経路を確認し、いつ避難訓練が始まるのかとドキドキしながら時間を過ごしてい
たようです。 

訓練は１階理科室より火災が発生した設定で、昼休みに行いました。その時間、教室や図書室、体育館に子ど
もたちは散らばっていましたが、緊急放送に耳を傾け、近くにいる教職員の指示に従いながら１分４０秒程で、
全員が無事に校舎外へ避難することができました。私語もなく整然と避難できていたのでよく頑張ったと思いま
すが、ハンカチがないために口鼻を覆うことができない生徒もいました。大切なことなので講評の場面で校長か
ら子どもたちに話をしました。「火災による人的被害は火よりも煙によるものが多く、今回、ハンカチ等で口と鼻
を覆うことができなかった人は被害が大きくなる可能性が高くなりま
す。災害時は“自分の命は自分で守る”ことが基本です。そのためにも普
段から備えておくことが重要です。そして冷静に行動し、余力があれば他
の人も助けられる人になってください。」真剣に話を聞き、うなずく姿と
その後の反省用紙に「今後はハンカチを忘れないようにします。」と書い
ていることに安心しました。 

なお、避難訓練は教職員の訓練でもあります。当日は緊急放送、火災の
初期消火、消防署への通報、生徒の誘導、校舎内残留生徒の確認と本番さ
ながらに全教職員が真剣に取り組んだことも申し添えておきます。 

 5 月 13 日に総合学習でのカボチャ栽培が始まりました。「カボチャを育てて売る」ととらえれば、ただ

の農作業にしかなりませんが、世界情勢を考えながら、自分たちの生活と照らし合わせ、対話を積み重ね

ながら、全校生徒が同じ目標を達成するというところにこの活動のすばらしさがあります。 
「何のために寄付をするのか」「寄付したお金はどのような流れで貢献しているのか」「寄付するお金を

どのように賄うのか」「農作業の効率的な取組とは」「地域の方の理解を進めるためにはどうしたらよい

か」などなど。様々な疑問が浮かび、それを解決するたびに、少しずつ学びが深まっていきます。そし

て、それこそが「探究」の面白さです。（今年で２２年目の取組です） 
また、今回の取組では、各教科で学んだ対話や合意形成のスキルや専

門的な知識と技能が決して欠かせません。（例：数学の計算、国語の発

表技術、理科の天気や植物、社会の地理や気候、技術の栽培、家庭科の

経済、美術のイラストなどなど） 
探究的な学びには、各教科の知識・技能を総合的に使う作業が求めら

れます。本校の生徒は、その学びを忠実に体現しているという点で、本

当に素晴らしい活動をしています。秋の収穫まで、様々な困難を乗り越

えて、目標を達成してほしいと思います。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


